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紫波町では循環型まちづくりの一環として、昨年の７月から、ペットボトルキャップの回収を始めま

した。町内小中高校や役場、スーパーなどに設置した回収箱には、これまでに 850Kg（約 34 万 5,500 個）

集まりました。回収したキャップを町内の知的障害者通所授産施設けやき学園で分別・洗浄。リサイク

ル業者がプランターにしました。キャップ 700 個で、容量約 40ℓのプランター1個ができるそうです。 

そのプランターを使ったイベントを開催しましたので、紹介します。 

ペットボトルのキャップがプランターになって帰ってきた！ 

●エコスクール 緑のカーテンを作ろう！ 

日時：平成２２年４月２２日(木) 

   午後３時３０分～ 

場所：紫波町環境・循環ＰＲセンター 

内容：ＰＲセンターの西側の窓に、アサガオや

ゴーヤなどのように、ツルが伸びてネッ

トに巻き付いて伸びる種類の植物を種か

ら育て、自然のカーテンを作るプロジェ

クトを開催しました。 

参加してくれたのは、毎月ＰＲセンター

のエコスクールに来る紫波中央駅前の子

どもたちです。 

効果：省エネ効果！ 地球温暖化に貢献！ 

   花を見る楽しみ！作物を収穫する！ 

講師：紫波みらい研究所会員  

主催：紫波みらい研究所 

 

ふかふかの畑
の土にぼかし
堆肥を混ぜま
した。 
土の感触って 
温っかい！ 

― 循環型まちづくりや地域の取り組み― 

岩手大学で講義！町民も聴講できます！ 
 岩手大学教育学部「社会教育課題研究」(１５講義)に、紫波町

長並びに町内で活躍している団体を紫波みらい研究所が非常勤

講師として派遣する事業が５月１４日(金)から始まりました。こ

の事業は平成１７年度から行っており、循環型まちづくりなどの

施策や地域のさまざまな課題、その解決に向けた取り組みなどを

学生に話すことにより、地域の認識を深め、現場的な感覚を身に

つけてほしいという目的で開講されています。７月３０日までの

毎週金曜日１４時４５分から１６時１５分までの講義です。今年

から紫波町民はどなたでも聴講できるようになりました。 

 非常勤講師の皆さんは、次ページに紹介しています。 

星山小学校に
ペットボトル
キャップをリ
サイクルした
プランターが
配布されまし
た。町内の小中
高校にも 20 個
ずつ配布され、
環境学習に使
用されます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～私のひとこと～ －その２－ 

菊池 史子さん（日詰在住） 

 初めて紫波町を訪れたのは、４年前の雪深い２月

でした。雪道に慣れない大槌に住む私たちが、休憩

がてら水分の高台で街並みを一望した時のことで

す。銀世界に染まった田園風景は私たち夫婦の心を

一瞬で掴みました。「ここで、子育てができたらど

んなに素晴らしいだろう」沿岸の狭い土地で暮らす

私たちの無い物ねだりなのでしょうか？広々とし

たこの素晴らしい景色に心を打たれ、なんと翌月の

３月には、家族３人、紫波町民になって居ました

（笑）私たち夫婦が心打たれた場所は、大きな果樹

園でした。そして、今私たちは、まさにその果樹園

で、毎日汗を流し、子育てをしながら働いています。 
 

※次回は、鎌田まき子さんにバトンタッチ 

 

※「めぐりっと紫波」は、紫波町環境課からの委託事業で発行しています。 
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環境グッズのご紹介！ 

★６月４日(金)ＮＰＯ法人風・波デザイン 

★６月 11 日(金)環境マイスター紫波 

★６月 18 日(金)産直あぐり・農産物普及協議会 

★６月 25 日(金)紫波町環境衛生組合連合会 

        ごみポイ捨て監視員 

★７月２日(金)紫波町産業部農林課 

★７月９日(金)紫波町ごみ減量女性会議 

★７月 16 日(金)どっこ舎 

★７月 23 日(金)紫波町観光ボランティアしゃ・べーる   

★７月 30 日(金)佐比内山ひだの会 

        子育て支援ボランティアなかよし広場 

このほかに、紫波町に学生が来る一泊研修があります。 

★７月３日(土)ＮＰＯ法人えんどり・ぬくもり 

      何でも屋おせっかい 

★７月４日(日)紫波町立星山小学校 

※聴講ご希望の方は、みらい研究所までご連絡ください。 

 連絡先 ６７１－２２４４ 

紫波みらい研究所では、ご

み袋の１５ℓサイズ、ペット

ボトルのキャップが簡単に

取れる分別ハサミ、生ごみ

の水切りネットなどを販売

しています。 

イベント情報！ 

●「土器から見た樋爪館と平泉」 
５月３０日(日)１４時から 赤石公民館 
参加費５００円 講師：桜井芳彦氏 

● 出羽秋田ツアー 
～清原氏の拠点と「樋爪氏独自工房かわらけ」を追う～ 
  ６月６日(日)８時３０分発 先着３０人 
  参加費 4,500 円（予定）問合せ 671-2245 
● 第 8 回かとうじ山の音楽会 

６月１３日(日)１３時３０分開演 入場無料 
紫波ビューガーデン 
問合せ 673-7882 

● うたごえ倶楽部 トンテンカン 
６月２０日(日)１４時～１６時 権三ほーる 
参加費３００円（茶菓有り）問合せ 676-5796 

● 当国三十三ヵ所観音めぐり 
６月２０日(日)８時３０分集合 先着３５人 
参加費 4,500 円（バス・昼食・保険・入浴料含む） 
問合せ 671-2245 

各 190 円 

780 円 270 円 

500 円(5 枚) 

非常勤講師一覧  


